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私の星座貌明器
因島縣信夫郡岡山小學校　　清　　野　　　潔
］47
　謹啓　（中略）之は，地方の見竜を相手とし，如何にもして宇宙に封ずる興昧を持たせ
たいと考へ，教室に敦授の暴考品として作ったものにすぎません，過役の束京に於ける理
科敏育振興展口拭に見出しを受けたものS，手製の占1，，JX，製作．κ自均flこ宙の何かもとら
へ得ぬ者であb，写∫門の方々の1珈こ論明威しi：げる程のことでもあbませんが・またこれ
により皆標の御注意をIII・ますれば幸と存じ，敢て簡曜乍記します・（下略）　1月J2日
　1．概　　競
　小弓理科に於ける天艦教材は，高等科に於て藪時雨當されて居るが，それ等
の教材に封ずる四周の熱意に乏しい故か，適當な教便物が少い．故に，指導上
の一方便物として，本器を考案したのである．天室の夜の姿を教授するにあた
って，如何に行ふべきかは種々方法上の意見があるが，書間の教室に於て如何
に之を行ふかを考ふる時，山の中に居て海の薫習をするに似た不便な事が行は
れると思ふ．東京や大阪の様に，プラネタリウム等の大衆的な施設があって，
懇切な指導をしてくれる所があれば結樽であるが，地方に於ては望まれない．
これら不便な環境にある見童が，夜になれば進んで星室を仰ぎ，里中秘にあこが
れる心を如何にもして作りたいと私は考へたのである．
　器は甲南をあらはした球腸と，その支豪とより成り，外見は地球儀的なもの
である．唯，表面の國をあらはす部分が星座（天界にあるのと反射の關係に表
はされてみる）をあらは』した無数の穴があり，季節による6ケ所ののぞき穴が
あることの差である．
　2．構　　強
球髄　花火の殼を用ひた．星座表により，内部に星座の位置と星の光度による
　大さを匿別して，小孔をあけた．内部には黒のエナメルをぬって，暗黒面と
　した．次に，季節によるのぞき穴をあけた．りぞき穴は奇数月をあらはして
　6個所，球艦に38度の傾きをつけて，側面につける．不要の時は内部の暗黒
　を保つために蓋をつけた．叉，美感を考へて，タト面に自エナメルをぬる．
選　地球儀のそれと同形式．トタンを数枚合せて作った．
支貼　ねぢを用ひて可動にし，緯度によっての位置の壁化を見出さうとした．
　然し，甚しく大きな緯度の弟は表はし得ない．
塞毫地球儀と同即式．
　3．用　　法
　のぞぎ穴より見た位置は，その月の15日午後9時を示す．從って，のぞき穴
にあらはれない偶歎月に關しては時間の差によって，室を見ることになる．今
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三月ののぞき穴をあけてみる．この時の状態　　　1．二；眺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ　　　　　　　　サ翻糠翻戦戦膿1屈
ぱ午後7時と，近接の月日の室をうかがふ事
も出赤る．今，三月の室から大熊座を指示し
やうとするなら，大熊座の場所を外から豆電球にて照射するか，或は手を用ぴ
て光を浸すことにより，内部をのぞいてみる者に，その所在をしらしめ得る
個々の星についても，同様にして行ひ得る．
　4，結　　尾
　斯の如くにして，児童がその観察によりて書間に暗夜を見出し，興味をもっ
て學習し得ること，厚座表の千面的なるに比して爲實的立慨的であるところに
學習上の効果を信ずるのである．今この器を使って居て，其の後に改良したい
ところ2・3在り，その具罷方法も考へ絡つたが，出品したときのまNのその姿
に於て，こしに書き終った．
　　　　　　　　　　　A：年のイ1スタ1祭
搬米諸國で昔しから軍要覗されるイiスタ1（墓督降誕祭）は，一般に春分
の次ぎの満月の次ぎの日曜日といふことになってゐます・ところが・今年は諜
分が三月2【日，漏月が同24日，日曜が又24日となってみて・ちよつと攣に思は
れますが・こうしたことは皆グリニチ時で計算されるので・満月はグリニチ時
刻では23日19時35分となってゐます．それで，其の翌日の日曜日がイ1スタ1
といふことに，何の不思議もないのです．
